


係長といえばどのようなイメージを持たれるでしょうか。係長は課長に比べれ

ば，どことなくイメージが湧きにくいところがあるかもしれません。

その昔，黒澤明監督の映画に『七人の侍』がありました。その中で登場する「久

蔵」という侍は，修行の旅を続ける凄腕の剣客です。合戦では防具を一切つけず，
たお

電光石火の居合いでバタバタと野武士どもを斃し，ピンチを何度も潜り抜けて，
とりで

任された北側の砦を守り抜きます。プロフェッショナルな仕事の仕方，ストイッ

クな自己鍛錬，そして心根に流れる人間への愛情，こういった久蔵の姿に，まだ

青雲の志を持った若侍が憧れを抱きます。筆者は係長というと，ついこの『七人

の侍』の久蔵を思い浮かべてしまうのです。

係長はもっとも現場の仕事に精通し，もっとも高いアウトプットを導き出せる

人物です。そして，チームのアウトプットを最大化するための，チームのまとめ

役でもあります。武田信玄公は「三四十二，三四七つ」といったそうです。これ

は「３と４は掛け合わせれば１２になるが，足せば７にしかならない」という意味

です。つまり，武田信玄公の最強の軍団は，メンバーの力を掛け算することで，

チームの力を最大限に引き出すという考え方によってつくられていたのです。

抜群の技量を持って，質の高い成果をあげる，まわりのメンバーの見本となり，

チームをまとめる雰囲気をもたらす，こういう人が係長なのではないでしょうか。

このテキストは，係長（主任）職から課長（管理職）へのステップアップをめ

ざす人に向けて編纂されたものです。第Ⅰ巻では，係長のあり方について解説し，

各章の最後にはチェックリスト，パズル問題，ケーススタディを設けて，より実

践に近い学習ができるようにまとめています。このテキストが，受講生の皆さん

にとって，係長としての，またひとつ上をめざすための糧になれば幸いです。
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1 第一線の係長に期待される
成果は何か

係長への期待

係長は組織上の立場としては，管理職とはいえないことが多いでしょ

う。係長はプレイングマネジャーともいわれ，プレイヤーのひとりでも

あります。プレイヤーの面からは，係長は現場の仕事に精通したチーム

のエースとして，最良の成果を導き出すことが期待されます。現場での

イレギュラー事項にもその場で対応する「決断力」も求められます。

また，係長にはマネジャーである課長のフォロワー＝補佐役として，

一部のマネジメントを行うことも期待されます。その大きな役割は「チ

ームづくりとメンバー育成」といえます。チームづくりでは，自分が手

本として行動することでチームに好ましい雰囲気を生み出す「コンピテ

ンシーモデル」（コンピテンシーモデルについては，第１章のケースス

タディで述べます）となることが肝要です。

メンバーの育成では，係長は実際に自分がやってみせ，高度な技術や

ノウハウを伝達するＯＪＴを行うことなどが大切になってきます。

チーム力を引き出す場づくりをする

業績のよい会社に行くと，エントランスに何となくよい「気」が漂っ

ているような感じがします。「気」は占いや風水だけの言葉ではなく「気

づかい」「気が利く」「気が回る」といった日常生活の中でもよく使われ

る言葉です。雰囲気がよい職場は，何かしら気づかいや気配りが感じら

れるものです。雰囲気はよくしようと思ってよくなるものではなく，職

場のメンバー一人ひとりの気づかいがあってこそ成り立つものというこ

とができるでしょう。

係長には自分の業務をこなすだけでなく，チームのメンバーを気づか

い，それぞれが気持ちよく仕事ができる「場づくり」「雰囲気づくり」を

することが期待されています。ほかのメンバーを気づかうには，当然自

分の業務をある程度余裕を持って遂行できるだけの力量があることが前
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提であり，加えてメンバーに「人間的興味」を抱くことが大切です。押し

つけがましいほどの「おせっかい」をする必要はありませんが，他人へ

の気づかいは「人への愛情」が根底にあることはいうまでもありません。

上司に意見具申をする

係長は仕事や工程の前後関係や，社内の関連部署，社外の関係者など，

現場のことを熟知しています。ですから，ただ単に上司に報告・連絡・

相談（報連相）を行うだけでなく，今後起こりそうな懸念事項について

言及して，価値ある提案を行うことが求められます。また，提案するこ

とで係長自身のスキルアップにもつながります（図表１‐１）。

「答えは現場にあり」という言葉もあるとおり，新たな価値を生み出

す担い手は係長である，といっても過言ではありません。係長には，自

ら仕事をつくり出すことに加えて，チームに新たな価値を注入すること

も求められているのです。

図表１‐１ 提案することの意義

提案することの意義

対人・資質面でのスキルアップ

思考面でのスキルアップ

情報把握

ロジカルシンキング

創造・イノベーション

折衝・ネゴシエーション

責任感・インテグリティ

積極性・エネルギー

判断力がつく
迅速かつ正確な情報収集力が身につく
情報の整理と経験値が向上する

対策を立案する力がつく
原因を分析する力がつく
具体的に計画する力がつく

新たな発想を生むことができる
何かを変えようと挑戦する機会となる
視座が高まり未来を見る目が養われる

プレゼンテーション能力が上がる
Win-Win をめざす志向が身につく
アサーティブな自己主張が行えるようになる

一貫した自己基軸が涵養される
提案したことはやり遂げようとする責任感が生まれる
仕事に対して真摯に向き合う姿勢が定着する

何事も前向きに受け止めポジティブになる
より高いレベルの目標に挑むチャレンジスピリットが育つ
すぐに行動を起こす積極性が生まれる

人間的興味

価値ある提案

新たな価値
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2 係長の立場と役割を見直す

プレイングマネジャーとして現場に立つ

係長には，プレイングマネジャー，キャプテン，フォロワーという３

つの立場があります（図表１‐２）。まずは，プレイングマネジャーの立

場と役割について考えてみましょう。

プレイングマネジャーとは，文字どおりプレ

ーする人であり，かつマネジメントをする人の

ことです。プレイヤーとしての係長は，どの仕

事についても精通していて最良のアウトプット

を導き出せる人でなければなりません。そして

マネジャーとしての係長は，メンバーを援助し

チームによい雰囲気をつくる人です。課長のマ

ネジメントはチームのシナジー「効果」を求め

るのに対し，係長のマネジメントは経営資源の

生産性を上げる「効率」を求めるものだと思っ

ていただければよいでしょう。

すなわち係長は，人員，予算，装置などの限られた経営資源をやりく

りしながら，最小のインプットで最大のアウトプットが引き出せるよう

に効率性を高めることが求められています。係長はチームの目標達成に

向けて，メンバーの生産性が高まるように「よい雰囲気づくり」をしな

ければならないのです。

キャプテンとして流れを引き寄せる

係長はピンチのときにこそ頼りになる人物です。たとえば，野球でい

えば，ここぞというところで頼りになる４番バッターなのかもしれませ

ん。０－３で迎えた９回裏，２死満塁，２ストライク３ボールからファ

ウルで１０球粘った末に，走者一掃の同点打を打ち，ゲームの流れを引き

寄せます。そして勝利者インタビューでは，自分のことをあとにして，

図表１‐２ 係長の立場と役割

プレイングマネジャー
キャプテン
フォロワー

プレー
マネジメント
効率

４番バッター

プレイング
マネジャー

キャプテン

フォロワー

８


